



























最初に奥村隆氏 (立教大学) の ｢学生は社会学
に何を見出しているか｣ という調査の報告があり,




次の野村一夫氏 (國學院大学) の ｢社会学を伝
えるメディアの刷新 テキストとウェブ制作の
現場から ｣ は, 最近の大学生の現況から,
｢エリート・ソシオロジー｣ (研究に直結した社会
学) ではなく ｢マス・ソシオロジー｣ (研究に直
結しない社会学) の必要性や, そのための第二次
的パラダイムの必要性, そのためのディシプリン











最後の片桐新自氏 (関西大学) の ｢社会学教
育の意義 大学での社会学の学び方・活かし


















パンデ氏 (マサチューセッツ大学) の ｢Trans-
national Surrogate Mothering in India : Altru-
ist Wombs and Global Sisters｣ (インドの対外
的代理母業：愛他的子宮達とグローバルな姉妹関
係〈筆者意訳〉) や, 望戸愛果氏 (一橋大学) の
｢軍隊の人的資源政策｣, 村瀬洋一氏 (立教大学)
の ｢日米における社会学の弱点と今後の展開｣ な
ども含まれる｡
なお, この 10月は折から世間では北朝鮮の貿
易船の若狭湾舞鶴港等への入港問題が取沙汰され
ていたが, 学会の帰途に筆者は初めて若狭湾の
｢天橋立｣ に立ち寄ってみた｡ 学会では発表テー
マも発表者もアジア関係がとても増えていたが,
日本海に開いて発展してきた京都府の時の流れに,
想いを深くした｡
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